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最終更新日 H24.10.24 

改修技術 No. 14102201  
 

性能分野 防災性 

大分類 震災後の生活性能維持 

中分類 継続利用可能性 

技術の名称 中圧ガス利用 

改修技術の概要 

・ 中圧ガスは地震に強く、阪神・淡路大震災でも東日本大震災でも遮断されなかっ

たため、中圧ガス利用の大型コジェネを導入する場合には、中圧ガスを減圧し住

戸用にも供給することを検討する。  

・ 公道から引き込んだ中圧ガス管をコジェネに分岐後、建物内あるいは建物屋上、

敷地内空地にガバナを設置し、減圧後の低圧ガスを各住戸に供給する。 

・ ガバナを屋上に設置する場合は構造躯体の荷重をチェックする必要がある。 

・ 中圧ガス引き込みにあたってはガス供給事業者との協議が必要となる。 
・ ガス供給事業者による年１回の定期点検が必要となる。 
 

整圧器ユニット寸法

W　× D× H（ｍ）
200 SCR２５SA 0.74　× 0.84　× 1.17
250 REGIT-50 1.36　× 0.70　× 1.25
330 SCR50S 1.78　× 0.99　× 1.30
920 N-AFV　50A 1.43　× 1.16　× 1.45
1850 N-AFV　80A 1.43　× 1.16　× 1.45
450 SCR２５SA 0.74　× 0.84　× 1.17
460 REGIT-50 1.36　× 0.70　× 1.25
2450 N-AFV　50A 1.43　× 1.16　× 1.45

寸法

中圧B 低圧

中圧A 低圧

一次側 二次側 ユニット名称
標準設計
能力（N㎥

表１ ガバナユニット寸法の例（東京ガス㈱） 

図１ 中圧ガス利用のイメージ図 図２ 中圧ガス導入の検討フロー 

図３ ガバナ外観イメージ 

（東京ガス㈱） 

http://www.housing-stock.com/index.html
http://www.housing-stock.com/tech_sheet/index.html
http://www.housing-stock.com/tech_sheet/index.html#tabs01_04
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技術の種類 
□調査・診断技術 
■改修技術（□劣化を補修する技術 ■性能を向上させる技術） 

共同住宅の

タイプごとの

適用可能性 

S55 年以前供給 中層階段室・壁式（総プロＡ１） 使われる可能性がある※ 

S55 年以前供給 高層・ラーメン（総プロＡ２） 使われる可能性がある※ 

S56～H2 年供給（総プロＢ） 使われる可能性がある※ 

H3～12 年供給（総プロＣ） 使われる可能性がある※ 

H13 年以降供給（総プロＤ） 使われる可能性がある※ 

（補足）※導入の可能性・条件についてはガス事業者と個別に協議を行うことが必要

常にセットで利用 

される技術 

＜当技術を適用する際が前提である改修の技術＞ 

コージェネレーション設備の設置(No.14101102)（大型コジェネの場合） 

技術が適用される 

建物の部位 

■共用部分 

（□躯体・外壁 □屋根 ■建具 □設備・配管等 □その他共用部） 

□専有部分 

（□設備・配管 □その他専有部分） 
設置・運営等で建築基準法以外に注意すべき主な法令がある設備 
（ガス工作物（整圧器等）） 
■注意すべき主な法令（ガス事業法） 

団地で適用した場合

のメリット 

□住棟まわりの土地が利用できること（仮設以外）（           ） 

■まとまった土地が利用できること （仮設以外）（ガバナの設置場所の確保） 

□住宅の数が多く密度が高い（                    ） 

□特定の設備があること（          ） 

足場の設置が必要 
□必要 ■不要 

（                            ） 

工
事
に
よ
る
居
住
者
へ
の
影
響

数日以上居住

できない住戸が

発生 

□該当 ■非該当 

（                            ） 

一時的な影響

が発生 

■断水などライフラインが一時的に利用不可  

□振動 □騒音 □粉塵 □臭気 

□その他専有部又は専用使用部分に対する制限 

（ガス引き込み管の切り替え工事時に一時的にガスが断絶する） 

工事後に続く影

響が発生 

□専有部分又は専用使用部分の使用に対する制限（               ） 

□日照・採光等への影響（                   ） 

当該技術が利用される

工事 

■計画修繕工事（□劣化の補修 ■性能の向上） 

■耐震改修工事（□耐震性の向上 ■他の性能の向上） 

技術的限界 ― 

参
考
資
料 

技術情報 ガス設備とその設計 2011 東京ガス㈱ 

価格情報 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.housing-stock.com/tech_sheet/repair/environmental/pdf/14101102.pdf
http://www.housing-stock.com/index.html
http://www.tokyo-gas.co.jp/
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